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メニュー 

1. 技術普及のハードルを洗い出す 

2. 収益性と技術普及（Duflo et al, 2008） 

3. 肥料を買うコミットメント（Duflo et al, 2009） 

4. 社会的学習（Conley and Udry, 2010） 

5. 日本の経験 
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農業における技術普及 

• 新品種，新作目 

• 肥料，農薬，殺虫剤 

• 農法 

• 農業機械 
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なぜ新技術を採用しないのか？ 

• そもそもどういうものか知らない（経験財） 

• 実はメリットがない（収益性が低い） 

–新技術が高い 

–収益性が気象や土地に依存 

• 採用するリスクが高い 

• 信用制約 

• 先送り（肥料を買うお金を使ってしまう） 

• 新技術が信用できない（不良品のおそれ） 
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Duflo, Kremer, Robinson (2008) AER 

• アフリカの農業技術採択（新品種，肥料） 

• ケニアの事例： 

–ハイブリッド種＋肥料  40～100%反収UP 

–にもかかわらず，採択率60% 

–スイッチング（使ったりやめたり） 

• なぜか？ 

–新技術は実はあまり利益にならない？ 
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実験 

• 各農家の圃場で，隣接する3区画を設定 

–第1区画：追肥 

–第2区画：ハイブリッド種＋元肥（full package） 

–第3区画：コントロール（通常通り） 

 

• 6耕作期に渡って実験 

• 肥料投入量にバリエーションをつける 

– 1, ½, ¼  
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結果 
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肥料投入量別の収益性 
Duflo et al (2008), Table 1 
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肥料のコストを差し引くと 
常にprofitableとは限らない 
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肥料投入と投入収益率 
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結論 

• 肥料投入の収益率は，投入量にsensitive 

• 投入量が適正でも収益が負になるリスク 

• 肥料投入の収益性を決める要因はほとんど
特定できなかった 

 

• 最適投入量を知るのは容易ではない 

–試行錯誤が必要 

–社会的学習 
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先送り？ 

• Duflo, Kremer, Robinson (2009) NBER WP 

• 技術採用しないもう一つの理由：先延ばし 

• 肥料を使った農家は4割（直近2期では29%） 

• 理由：肥料を買うお金がない（79%） 

– しかし，実際は肥料は尐量でも買える 

• 肥料を買おうと思って貯金しようとするが・・・ 

–実験参加農家の97.7%は次期に使うと表明 

–実際に計画通り使ったのは36.8% 
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収穫後すぐに肥料を売ると 
採用率が上がる 
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Conley and Udry (2010) AER 

• ガーナのパイナップル農家の肥料投入 

–対象：47農家，107回の肥料投入 

• 他人の「試行錯誤」  肥料投入行動 

• 社会的学習の識別の難しさ 

– Manski’s “Reflection problem” 
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理論 

• 生産関数 

 

– 𝑤𝑖,𝑡：生産条件 

– 𝑥𝑖,𝑡：投入 

• 最適肥料投入量 

 

• 生産関数に関する予測の変化： 
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予想の更新に関する仮定 

 

 

1. Δ𝑓𝑖,𝑡と𝜋𝑖,𝑡 𝑥𝑗,𝑡−5 − 𝐸𝑖,𝑡𝑝
𝜋𝑗,𝑡(𝑥𝑗,𝑡−5) は同符

号 

2. Δ𝑓𝑖,𝑡 は経験を積むにつれて小さくなる 

3. Δ𝑓𝑖,𝑡 𝑥 = 0, ∀𝑥 ≠ 𝑥𝑗,𝑡−5 
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理論的含意 

• 予想外に良い試行結果なら，肥料を増やす 

• 予想外に悪い試行結果なら，肥料を減らす 

• 経験を積むにつれて学習効果は小さくなる 
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ネットワークと情報 

• 各農家につき，ランダムに同じ村の住人7人

を示し，彼／彼女に営農上のアドバイスを請
うたか聞いた 

 

• Index of good news input levels 
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ネットワークと情報 
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肥料の使用変化と情報 
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分析（1）：Logit 

• Logit: 
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情報と肥料投入変化の関係 

情報 𝑷𝒓 𝜟𝒙𝒊,𝒕 ≠ 𝟎  

への効果 

good(𝑥 = 𝑥𝑖,𝑡𝑝
) － とどまるべき 

good(𝑥 ≠ 𝑥𝑖,𝑡𝑝
) ＋ 𝑥 めがけて変更すべき 

bad (𝑥 = 𝑥𝑖,𝑡𝑝
) ＋ 𝑥 を減らすべき 

bad (𝑥 ≠ 𝑥𝑖,𝑡𝑝
) － 𝑥 の選択とは無関係 
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肥料の使用変化の決定要因 
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肥料の使用変化の決定要因 
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分析（2）：回帰 

• Regression model: 
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肥料の使用変化量の決定要因 
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肥料の使用変化量の決定要因 
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結論 

• 前回使った同水準の試行で，予想外に悪い
結果を知ると，肥料投入量を変化させる 

• 前回使った水準より 

–多い投入   良い結果  肥料投入増やす 

–尐ない投入   良い結果  肥料投入減らす 

• 情報に対する反応度は，新参者ほど大きい 

• ベテランや資産水準が似た学習先に対して，
より反応する 
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日本の経験 

• 化学肥料の導入と普及 

–化学肥料の製造開始は1899年 

–有機肥料→無機肥料への転換は1920年代半ば 

 

• 農業技術の普及ルート 
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人造肥料の導入期 

• 「人造肥料はその外見従来の肥料と甚だしく
異り，恐らく当時の肥料概念を以てしては想
像も及ばないものであって，化学肥料に対す
る智識の皆無なその頃の一般農家は勿論，
肥料取扱業者すらこの新肥料を理解するに
能はず」 

• 「人造肥料の発売当時，こんな石か砂のやう
なものを金を出して買うなどとは馬鹿げてい
ると一笑に附された」 
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普及に向けた施策（1） 

• 前提：外的要因 

–日清戦争（大豆粕輸入途絶）と北海道の不漁 

 

• 広告 

–官報への人造肥料の分析表と解説の掲載 

–雑誌広告・記事 
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普及に向けた施策（2） 

• マーケティング 

–説明会の開催（新肥料の効用・施用方法を説く） 

–農家への貸売の開始 

–特約販売制度 

• 「販売者ノ説明ヲ信頼シテ肥料ノ購入ヲナス」 

• 初期の販売者：有力農家，老農，肥料商，他業種参入 

• 自家農場で使用し，経験に基づいて普及活動 

• メーカー間の競争  価格低下と流通網の再編 
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不正肥料問題（1） 

• 不正・粗悪肥料 

–土砂塵芥の混入 

–偽装（砂や年度に油の臭いをつけて油粕とする） 

• 背景 

–配合肥料の普及 

–肥料業者の新規参入 

 

34 



不正肥料問題（2） 

• 公的な対策 

–依頼分析制度（1893年） 

–肥料取締法（1901年施行，1908年改正）： 

• 成分保証票の添付義務 

• 肥料製造・輸移入・販売の免許制 

• 売り手・流通側の対応 

–商標・ブランド，依頼分析 

–貸売（肥料前貸し・収穫後に代金回収） 

• 買い手側の対応 

–共同購入 35 



明治農法の普及 

• 明治農法＝経験的な在来農法（老農技術） 

–乾田馬耕と耕地整理・土地改良 

–肥料の多投（自給肥料，魚肥，大豆粕） 

–種子の選別，新品種（神力，亀の尾）の導入 
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農業技術の普及ルート 

• 全国農談会，大日本農会 

• 博覧会，共進会，品評会 

• 「老農」を核とした農談会，種子交換会 

• 試験田の見学 

• 農事試験場，系統農会，技術普及員 

• 中等実業教育 
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農会 

• 農会＝地縁的な農業団体，農事改良組織 

–大日本農会設立（1881年） 

–農会法（1899年）；帝国農会法（1910年） 

– 1943年に産業組合等と農業会に統合 

• 特徴 

–加入：当初は任意．1922年新農会法→全加入へ 

–系統：帝国農会－府県－郡－町村－集落 

–財政基盤：国庫負担（助成金，補助金），会費強
制徴収権（1922年） 
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農会の普及活動 

• 町村農会の活動不振 

–専任職員の設置（国庫補助＋会費強制徴収） 

–集落レベルの下部組織（＝支農会）の設置 

• 支農会の活動の例（秋田県西目村中沢支農会） 

–集落内をさらに3つの実行組合に 

–月1回以上の改善会（平均出席率61%） 

–各種品評会・競技会；各種調査；共同購入 

–ただし，最下層へは浸透し切らず 
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日本の経験からの含意（1） 

• 売り手のマーケティング 

– 「買えるように売る」 

• 政府の役割 

–公的な技術開発・普及体制 

–市場の整備・統治（各種取締制度） 

• ネットワークを介した社会的学習（老農） 

• 農会のきめ細かい普及活動 
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日本の経験からの含意（2） 

• 売り手のマーケティングを活性化？ 

–売り手の販売インセンティブ 

 

• きめ細かい普及活動を後押しするには？ 

–普及員のインセンティブ 

–財政基盤の確立（国庫補助，会費強制徴収） 
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